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1. はじめに 

コンクリート打設工程において，一度締固めを行っ

てから一定時間後に，再び締固めを行うことを再振動

締固めという．コンクリート標準示方書では，再振動

締固めを適切な時期に行うと空隙や余剰水が尐なくな

り，強度および鉄筋との付着強度増加，沈下ひび割れ

の防止等に効果があると記載されている．しかし近年，

再振動締固めを行ったコンクリートの強度・耐久性に

関する研究について多数の報告 1)があるが，未だにその

効果について明確な答えは示されてはいない． 

 そこで，本研究では再振動締固めの効果の検討の一

つとして，再振動締固めによるコンクリートのコール

ドジョイント（以下，CJと称す）抑制効果の検証を目

的とし，実験的検討を行った． 

2. 実験概要 

既往の研究において，普通コンクリート（以下 N）

における電気伝導率のピークとプロクター貫入試験に

よる貫入抵抗値=0.1（N/mm
2）に相関があること 2)，ま

た貫入抵抗値=0.1（N/mm
2）が CJ の発生下限であるこ

とが示されている．しかし高炉コンクリート（以下BB）

における電気伝導率と貫入抵抗値の相関性の検証結果

がないことから BB においても電気伝導率と貫入抵抗

値の相関性の検証を行った．また上記の文献を基に，

打重ね直前に硬化途中の下層コンクリートへ再振動を

施してから打重ねることで CJ 発生の抑制効果があるの

ではないかと推測した． 

3. 実験方法 

 電気伝導率のピークと下層コンクリートの貫入抵抗

値を指標とし，打重ねタイミングを経時的に変化させ

た．表-1 にコンクリート配合，図-1 に供試体寸法と打

重ねタイミングを示す．供試体は①通常の連続打設，

②（Ⅱ）～⑤（Ⅴ）下層コンクリートの硬化が CJ に及

ぼす影響を確認する供試体を打重ね直前の再振動有無

の 2 通りで 10 体，計 11 体の供試体を作製した． 

表-1 コンクリート配合 

 

  

図-1 供試体寸法と打重ねタイミング 

  

図-2 貫入抵抗値と電気伝導率の関係（N） 

 
図-3 貫入抵抗値と電気伝導率の関係（BB） 
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図-2，3 に電気伝導率と貫入抵抗値の関係を示す．なお

②´（Ⅱ´）は②（Ⅱ）と同タイミングに再振動を施

し 24 時間後に打継ぎを実施した．これは再振動を施す

ことで打継ぎ処理を省略できないかという意図がある．

締固め方法は，コンクリート 1 層（約 150mm 程度）を

打設後，内部振動機φ28mm で深さ 100mm まで挿入し

5 秒の振動を与えた．打重ね直前に下層コンクリートへ

与えた再振動は，上述した手順と同様である． 

 打設翌日に脱型し，材齢 3 日で図-1 に示すように打

重ね面を中心に据えてコア抜きを実施した．採取した

コアを 3 日間 40℃の乾燥炉に入れ十分に乾燥させた．

コア側面をアルミテープでシールし劣化期間 1 週で促

進中性化を実施した．劣化期間終了後，図-4 のように

打重ね面鉛直方向に割裂した．JIS A 1152 に基づきフェ

ノールフタレイン溶液を割裂面に噴霧し，中性化深さ

を測定した． 

4. 実験結果および考察 

 図-2，3 より，N は破線で示すように電気伝導率と貫

入抵抗値の高い相関性を確認できた．しかし BB では電

気伝導率のピークと貫入抵抗値の相関性は見られなか

った．この理由については別途検討中である．図-5 に

N，図-6 に BB の打重ね面より下層の平均中性化深さの

測定結果を示す．なお上層においては再振動の有無に

よる影響は見られなかったため，下層の結果のみを示

す．N，BB ともに，Ⅱ～Ⅴが②～⑤の打重ね面より下

層の平均中性化深さより小さいことから，打重ね直前

に下層コンクリートへ再振動を施すことで打重ね面よ

り下層の中性化を抑制できると考えられる．しかし図-7

に示した供試体の写真では CJ が確認された．CJ を抑制

するためには再振動締固め位置を中心ではなく表層付

近で行うことによる効果を検討していく必要があると

考えられる．また，Ⅱ´については N，BB ともに再振

動を施しても打重ね面より下層の中性化を抑制するこ

とはできなかった．したがって，再振動による打継ぎ

処理の省略化は実現し難いと考えられる． 

5. まとめ 

(1)BB では電気伝導率と貫入抵抗値の相関が得られな

かったため，現場への適用に対し打重ねタイミングの

指標を電気伝導率とすることは難しいと考えられる． 

(2)N，BB ともに下層コンクリートへ再振動を施すこと

で，打重ね面より下層コンクリートの耐久性がわずか

ながら向上すると考えられる．しかし，CJ を抑制する 

  

図-4 コアの割裂方法  

 

図-5 打重ね面より下層の平均中性化深さ（N）  

 

図-6 打重ね面より下層の平均中性化深さ（BB） 

 

図-7 脱型後の供試体（N） 

 

ためには再振動締固め位置の影響を検討する必要があ

ると考えられる． 
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